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               ブラジルの日系人の意識調査
                                    鈴 木 達 三
 この調査は，ブラジル日系人意識調査研究会（会長サンパウロ人文科学研究所理事長山本勝造）が，
1990～91年度にわたり計画実施した．ブラジル日系人の意識調査の実査はブラジル側（サンパウロ人文
科学研究所）の委員が担当し，調査結果の分析は日本側（統計数理研究所）で担当した（日本側委員代
表林知己夫）．報告書は日本・ブラジル共同で作成している．
 この調査の計画は1970年以来のものであるが，これまでは調査対象者のサンプリングの問題があり，
実現したかった．しかし，1988年に移住80周年記念事業としてブラジル日系人実態調査が計画され（ブ
ラジル側人文研，日本側水野坦），ブラジル全土における標本調査企画による日系人口推計が行われ，
全国規模の日系人リスト（1000地点，4000人）が作成され，サンプリングの問題が解消し，意識調査実
